
令和７年度　商工会管轄内の企業における景気動向分析（独自調査ダイジェスト）

　本調査は、経営発達支援計画の一環で地域の景気動向を調査するものです。

サンプル企業として建設業、製造業、小売業、卸売業、飲食業、サービス業から合計

２３社を抽出し、売上や景況感等についてアンケートし、調査結果を以下のとおり

簡単にまとめましたので、必要に応じ御社の経営のご参考として確認いただけました

ら幸いです。

１．業種別売上推移

①建設業（６社）

②製造業（３社）

③小売業（４社）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

売上年間推移（建設業）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

売上年間推移（製造業）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

売上年間推移（小売業）



④卸売業（３社）

⑤飲食業（３社）

  ➅サービス業（３社）

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

売上年間推移（卸売業）

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

売上年間推移（飲食業）

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

売上年間推移（サービス業）



１．業種別売上（前年同期比較）

建設業

製造業

小売業

卸売業

飲食業

ｻｰﾋﾞｽ業

※ ⇗ （増加） ⇒ （不変） ⇘ （減少）を表します。

２．業種別資金繰り（前年同期比較）

建設業

製造業

小売業

卸売業

飲食業

ｻｰﾋﾞｽ業

※ ⇗ （好転） ⇒ （不変） ⇘ （悪化）を表します。

3．業種別材料等仕入単価（直前期３ヶ月比較）

建設業

製造業

小売業

卸売業

飲食業

ｻｰﾋﾞｽ業

※ ⇗ （上昇） ⇒ （不変） ⇘ （低下）を表します。

４．最近の業況（景気感）

建設業

製造業

小売業

卸売業

飲食業

ｻｰﾋﾞｽ業

※ ⇗ （良い） ⇒ （ふつう） ⇘ （悪い）を表します。

第1四半期(R07.4月～6月) 第2四半期(R07.7月～9月) 第3四半期(R07.10月～12月) 第4四半期(R08.1月～3月)

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇘ ⇘ ⇘

⇒ ⇒ ⇒ ⇘

⇘ ⇗ ⇗ ⇘

⇘ ⇗ ⇗ ⇗

第1四半期(R07.4月～6月) 第2四半期(R07.7月～9月) 第3四半期(R07.10月～12月) 第4四半期(R08.1月～3月)

⇒ ⇗ ⇗ ⇗

⇒ ⇘ ⇘ ⇘

⇘ ⇘ ⇘ ⇘

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇘ ⇘ ⇘ ⇘

第1四半期(R07.4月～6月) 第2四半期(R07.7月～9月) 第3四半期(R07.10月～12月) 第4四半期(R08.1月～3月)

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇗ ⇘ ⇘ ⇘

⇒ ⇗ ⇗ ⇗

⇗ ⇘ ⇘ ⇘

⇗ ⇗ ⇗ ⇗

⇗ ⇗ ⇗ ⇗

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇘ ⇘ ⇘ ⇘

⇗ ⇗ ⇗ ⇗

第1四半期(R07.4月～6月) 第2四半期(R07.7月～9月) 第3四半期(R07.10月～12月) 第4四半期(R08.1月～3月)

⇒ ⇘ ⇗ ⇘

⇒ ⇒ ⇘ ⇘

⇒ ⇒ ⇗ ⇗

⇒ ⇘ ⇘ ⇘



５．最近の採算（利益）

建設業

製造業

小売業

卸売業

飲食業

ｻｰﾋﾞｽ業

※ ⇗ （黒字） ⇒ （収支ﾄﾝﾄﾝ） ⇘ （赤字）を表します。

６．現在の従業員数

建設業

製造業

小売業

卸売業

飲食業

ｻｰﾋﾞｽ業

※ ⇗ （過剰） ⇒ （適正） ⇘ （不足）を表します。

７．対象事業所様からこの１年間にいただいたコメント【AI要約】

①建設業

②製造業

③小売業

⇘ ⇘ ⇘ ⇘

⇗ ⇒ ⇗ ⇒

第1四半期(R07.4月～6月) 第2四半期(R07.7月～9月) 第3四半期(R07.10月～12月) 第4四半期(R08.1月～3月)

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇘ ⇒ ⇘ ⇘

第1四半期(R07.4月～6月) 第2四半期(R07.7月～9月) 第3四半期(R07.10月～12月) 第4四半期(R08.1月～3月)

⇒ ⇒ ⇒ ⇘

⇒ ⇘ ⇗ ⇗

⇘ ⇘ ⇘ ⇘

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇘ ⇘ ⇘ ⇒

コスト高騰と利益圧迫：人件費や材料費が上昇し、1〜1.5割の値上げを行わないと利益が

出ない構造になっている。受注難と売上減少：官公需要の停滞や同業者の増加、民間での

客数不足が重なり、受注と売上が落ち込んでいる。激しい価格競争：安売り業者との値引

き合戦に巻き込まれ、市場全体が低利益化している。

新工場の建設により安心・安全な生産体制が整い、新規の引き合い獲得が期待される。金

利上昇や原材料・ガソリン価格の高騰、消費低迷により足元の業況は前年より大幅に悪化

している。取引先の廃業や資材不足から代替品の探索や内製化（自作）を余儀なくされて

おり、調達難に伴う現場の負担増が経営を厳しく圧迫してる。

物価高騰による生活防衛から「趣味・嗜好品」の買い控えが顕著であり、客単価や来客数

の減少が続いてる。コスト高に対し十分な価格転嫁ができず採算が惡化する中、市場縮小

への不安や、AI・EC化に伴う来店不要論への危機感も感じる。現状維持を保つ企業もあ

るものの、不透明な世界情勢や燃料高への懸念は強く、景気回復を望む。

⇒ ⇘ ⇒ ⇒

⇘ ⇘ ⇘ ⇘



④卸売業

④飲食業

⑤ｻｰﾋﾞｽ業

７．業種別に見た経営上の課題（上位１位）

①建設業

②製造業

③小売業

④卸売業

⑤飲食業

従業員の確保難

 ⑥サービス業

材料価格の上昇

原材料価格の上昇

人件費以外の経費の増加

仕入単価の上昇

人件費以外の経費の増加

事業資金での借入難しい。スタイリング剤の工場変更をし、新しいスタイリング剤を製作

したが、以前と全く同じ物ができずに苦戦している。業務委託の売上が悪化し毎月20万〜

30万ダウンしている状況。

税金が高く苦しくなっている。税額を下げてほしい

資材高騰で売上は伸びるものの、顧客の強い節約志向から価格転嫁が進まず、利益率の低

下と賃上げの原資不足になっている。仕入品の品質低下や諸経費の上昇が利益を圧迫する

中、販路拡大や増産を目指したくても、「人手不足」と「人員増に伴うオフィス拡張」と

いう人材面の課題が大きな足かせとなっている。


